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メンバーが演奏もこなしちゃいます。（写真左から、コカリナ、フルート、ギターを演奏） 

男性陣も裏方を頑張って支える。グループ全員がーつの家族みたい。 

佐藤直子さん（香春町在住） 平緒喜代子さん（萩ケ原） 

伴奏、歌のアレンジなど、音楽担当をしています。 コンサート企画や司会、プログラムの構成など、 

コカリナ演奏に歌と大忙し。 活動を支えています。もちろん、歌も歌います。 

お母さんと息を合わせて読み聞かせをしたよ。 

おじいちゃん、おばあちゃん、とっても喜んでいたよ。慰問も大切な活動の一部です。 

ゆ 1
一

一1二lA 、レ 

てーつと,L十ぜ 

澄ませてごらん〇 
童謡ク)JEープ「ヤンチャリ力」 

マイクスタンドより低いんだ。でもね。 
歌う声は大っきいんだよ。 
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b
‘
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ふ
け
 
童
謡
の
風
 

b
‘
 
,
 

ヤ
ン
チ
ャ
リ
カ
（
深
見
陽
子
 

代
表
）
は
、
昭
和
 62 

年
、
第
2
 

回
全
国
童
謡
歌
唱
コ
ン
ク
ー
ル
 

全
国
大
会
に
、
福
岡
県
」
旦
社
会
 

保
育
短
期
大
学
（
現
福
岡
県
立
 

大
学
）
付
属
幼
稚
園
の
年
長
児
 

4
人
が
出
場
。
そ
れ
を
き
っ
か
 

け
に
、
大
庭
音
楽
事
務
所
の
大
 

庭
照
子
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
と
出
 

会
い
誕
生
し
ま
し
た
。
 

そ
れ
か
ら
今
目
ま
で
、
音
楽
 

事
務
所
の
人
た
ち
や
幼
稚
園
の
 

先
生
た
ち
の
全
面
的
バ
ッ
ク
ア
 

ッ
。
フ
と
友
人
、
知
人
か
ら
の
あ
 

た
た
か
い
協
力
に
支
え
ら
れ
活
 

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
 

童
謡
は
、
目
本
が
世
界
に
誇
 

れ
る
文
化
的
な
財
産
で
す
。
そ
 

の
童
謡
を
大
人
と
子
ど
も
が
い
 

つ
し
ょ
に
歌
い
続
け
、
子
ど
も
 

の
心
を
、
子
ど
も
の
文
化
を
育
 

て
て
約
 20 

年
。
現
在
の
構
成
メ
 

ン
バ
ー
は
2

歳
か
ら
成
人
ま
で
 

と
幅
広
く
、
親
子
三
世
代
で
参
 

加
し
て
い
る
家
族
も
あ
り
ま
す
。
 

ヤ
ン
チ
ャ
リ
カ
は
福
岡
県
内
 

に
限
ら
ず
、
県
外
で
の
大
き
な
 

コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
た
り
、
 

老
人
・
障
害
者
施
設
や
保
育
園
、
 

子
ど
も
病
院
な
ど
に
も
慰
問
し
 

て
い
ま
す
。
 

「
こ
れ
か
ら
は
、
 

さ
ら
に
地
域
に
根
づ
い
た
グ
ル
 

ー
プ
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
 

築
き
、
み
な
さ
ん
と
共
に
手
を
 

取
り
合
い
な
が
ら
教
育
、
文
化
 

の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
」
 

と
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
話
 

し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

核
家
族
が
増
え
る
社
会
に
あ
 

っ
て
、
親
子
の
緋
、
年
齢
を
超
 

え
た
人
と
人
と
の
交
流
を
続
け
 

て
い
る
注
目
す
べ
き
グ
ル
ー
プ
 

で
す
。
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山い事】 

親子三代が勢ぞろい。双葉ちゃん（写真下左）と春ちゃん（写真下中）のバックとチェック 

の七分丈パンツは房子さん（写真上左）の手作り。もちろん房子さんもおそろいです。 

コンクールに向けて、練習にも熱が入ってます。 

「おてもや～ん」と思わず手 

拍子したくなる。（房子さんです。） 

「この方がいいね。」親子で歌と踊りをチェック中。 

表情豊かに大きな声で、おおらかに童謡を歌う（写真左から）香川春ちゃん、香月双葉ちゃん、香川音くん 

そーっと耳を 
澄ませてごらん 
ヤンチャリ力の中で頑張っている三世代親子 

〇
 

香月房子さん（迫） 

「童謡は心のふるさと」孫たちには、これからきれ 
いな歌に出会わせたいし、伝えていきたい。 

」

三
世
代
で
 

●
歌
っ
ち
ゃ
お
 

（
踊
っ
ち
ゃ
お
 

時
代
が
変
化
し
て
い
く
中
で
消
 

え
て
い
っ
た
、
ふ
る
里
の
風
景
、
 

な
つ
か
し
い
人
々
の
姿
、
 

「
幼
い
 

頃
、
子
守
歌
で
聞
い
た
」
 

「
曲
名
 

は
分
か
ら
な
い
け
ど
、
こ
の
歌
は
 

知
っ
て
い
る
」
と
、
年
齢
や
性
別
 

を
問
わ
ず
幅
広
い
人
た
ち
の
記
憶
 

に
残
る
童
謡
の
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
 

、

ー

。

 

童
謡
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
親
子
 

三
世
代
で
童
謡
を
歌
っ
て
い
る
家
 

族
が
い
ま
す
。
弁
城
迫
に
住
ん
で
 

い
る
香
月
房
子
さ
ん
。
 

き
っ
か
け
は
、
房
子
さ
ん
が
童
 

謡
好
き
だ
っ
た
こ
と
。
今
の
よ
う
 

に
孫
の
双
葉
ち
ゃ
ん
、
娘
婿
の
香
 

川
二
郎
さ
ん
と
春
ち
ゃ
ん
、
音
く
 

ん
親
子
三
世
代
で
歌
う
よ
う
に
な
 

っ
た
、
い
き
さ
つ
を
房
子
さ
ん
が
 

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

「
私
は
、
ず
っ
と
童
謡
が
好
き
 

で
歌
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
孫
 

の
春
が
幼
か
っ
た
頃
、
童
謡
を
歌
 

っ
て
聞
か
せ
る
と
、
ぐ
ず
ら
ず
に
 

眠
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。
 

『あ 

ー
こ
の
子
は
童
謡
が
好
き
な
ん
だ
 

っ
て
思
い
ま
し
た
ね
。
』
そ
れ
と
 

ね
、
ヤ
ン
チ
ャ
リ
カ
の
中
で
歌
う
 

親
子
の
姿
を
見
て
私
と
春
、
双
葉
 

で
思
い
切
っ
て
入
っ
た
ん
で
す
。
 

次
に
音
、
そ
れ
か
ら
春
と
音
の
 

送
り
迎
え
を
し
て
い
た
二
郎
さ
ん
 

に
『
せ
っ
か
く
じ
ゃ
な
い
一
緒
に
 

歌
い
ま
し
ょ
う
よ
。
』
と
メ
ン
バ
 

ー
か
ら
誘
い
の
声
が
、
か
か
っ
て
 

現
在
の
形
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
」
 

と
房
子
さ
ん
。
 

ま
た
、
3
人
の
孫
が
練
習
を
始
 

め
た
頃
を
「
幼
く
て
も
音
楽
に
合
 

わ
せ
て
歌
う
楽
し
さ
が
分
か
っ
た
 

ん
で
し
ょ
う
ね
。
全
身
で
歌
と
リ
 

ズ
ム
を
表
現
し
た
ん
で
す
よ
。
」
 

と
目
を
細
め
な
が
ら
話
し
て
く
れ
 

ま
し
た
。
 

去
年
の
全
国
童
謡
歌
唱
コ
ン
ク
 

ー
ル
（
社
日
本
童
謡
協
会
、
テ
 

レ
ビ
朝
日
お
よ
び
系
列
 23 

社
主
 

催
）
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
 

に
応
募
し
ま
し
た
。
一
次
審
査
は
 

数
百
点
の
中
か
ら
1
位
で
通
過
、
 

九
州
大
会
へ
出
場
。
家
族
な
ら
で
 

は
の
和
や
か
な
雰
囲
気
で
童
謡
の
 

楽
し
さ
を
表
現
、
高
い
評
価
を
受
 

け
優
秀
賞
（
2
位
）
に
輝
き
ま
し
 

た。 今
年
も
一
次
審
査
を
通
過
し
て
、
 

9
月
3
日
、
福
岡
市
博
多
区
の
パ
 

ピ
ョ
ン
 24 

ガ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
 

さ
れ
る
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
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